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玄海原発控訴審 本人尋問決定！

2024年

環境経済研究所代表、新潟県原子力災害時の避難方法に関する検証委
員会元委員。
化学プラントの設計・安全性審査に従事した後、もともと鉄道やバス
に関心があり、環境と交通のかかわりを自主的に勉強し始め、更にエ
ネルギー、大気汚染、都市政策などに関心が広がる。
『原子力防災の虚構』（緑風出版、2024年）、『原発避難はできる
か』（緑風出版、2020年）などで全国すべての原発避難シミュレー
ションを発表。運転を差し止めた東海第二原発裁判では意見書を提出。
玄海控訴審でも意見書を提出。

＜玄海原発の運転は差し止められるべきである＞
福岡高裁全基差し止め口頭弁論12回では、控訴人でもある上岡直見さんの「本人

尋問」が行われます。原子力避難計画に私たちが感じている心配が杞憂なのか、そ
れとも本当に実効性がないのか、専門家の立ち場から裁判所に訴えていただきます。

原発の緊急時対応（原子力避難計画）は規制委員会の規制対象から外され、「原
災法」の元、「防災」の枠組みです。防災を考える場合は、大規模な事故は起きる
ものとして考える事が基本なので、放射性物質の大量放出が起きるものとして策
定・評価が当然求められていますが、現行の緊急時対応はそうはなっていません。
被控訴人九州電力は、「控訴人が放射性物質の異常放出を伴う重大事故等が発生す
る蓋然性を示していない」と言っていますが、立証等は必要ないのです。また、現
行の机上計画が実行されたとしても一般公衆に法定被ばく限度をはるかに超える被
ばくが発生することは工学的検討から明らかです。（20231230意見陳述書より、一
部要約紹介）上岡さんの細部にわたる調査、検証の結果を是非聞きに来てください。
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玄海原発プルサーマルと全基を
みんなで止める裁判の会

２０２４０８19作成

私たちがすぐに考えつく「知りたい事」を挙げてみました。
その時！必要な情報は誰がどう届けてくれるのでしょうか？

・屋内退避中の食べ物や生活必需品の調達はどうするのか？
・屋内退避から避難指示へ変更の知らせはどこから来るのか？
・一次集合場所にバスはどこから手配されるのか？
・自宅から避難所までの最短ルートを知りたい
・施設や病院等に、必要な車両や人員は手配されるのか？
・車の渋滞などでガソリンがなくなったら？ トイレがなかったら？
・放射性物質は迫ってきているのか、今どこまで来ているのか？
・地震や大雨で、避難道路は通行可能なのか？ 混んでいないのか？
・家族の安否はどうか？ どこに避難したのか知りたい
・安定ヨウ素剤はいつ、どこで貰えるのか？ 服用タイミングはいつか？

まだまだ屋内退避の無効性、車の渋滞対策、避難退域時検査場所状況等々、未
解決問題山積で検証が出来ていない、検証さえできるのかと思われる事ばかり。

避難退域時検査場所の検査では、被ばく量は教えてくれません。後に病気
を発症しても、住民には根拠を証明する術を持ちません。国も、九電も無
責任です。

是非当日参加され、上岡さんが陳述する「避難計画の実効性の無さ」を裁
判所がどう受け取るか確認しましょう。


